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はじめに あなたがこの本で得られる３つの成果

は
じ
め
に
―
―
あ
な
た
が
こ
の
本
で
得
ら
れ
る
３
つ
の
成
果

ま
ず
は
、
こ
の
本
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
な
た
と
の
ご
縁
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
買
い

求
め
に
な
っ
た
、
書
店
で
手
に
し
た
、
他
者
や
図
書
館
か
ら
借
り
た
に
せ
よ
、
こ
の
本
は
、
そ
の
キ
ッ

カ
ケ
か
ら
始
ま
っ
て
、
看
護
師
、
あ
る
い
は
広
く
医
療
分
野
に
関
心
の
あ
る
あ
な
た
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
本
は
、「
勇
気
と
希
望
の
使
徒
」
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
（
精
神
科
医
・
心
理
学
者
、

１
８
７
０
～
１
９
３
７
年
）
が
打
ち
立
て
、
そ
の
後
、
後
継
者
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
心
理
学
よ
り
も
影
響
力
を
持
つ
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
、
お
そ
ら
く
看
護
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
初
め
て
の
本
で
す
。

あ
な
た
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
３
つ
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
概
要
が
平
易
に
理
解
で
き
る
。

（
２
）
職
場
や
あ
な
た
の
周
囲
の
人
間
関
係
が
円
滑
に
な
る
。

（
３
）�「
勇
気
づ
け
」
に
よ
り
、
あ
な
た
自
身
と
あ
な
た
の
周
囲
の
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
な
た
は
、
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
み
進
め
、
医
療
現
場
や
あ
な
た
の
周
囲
で
生
か

す
こ
と
で
、
確
か
な
効
果
が
確
認
で
き
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
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私
（
岩
井
）
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
１
６
年
ま
で
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
附
属
の
某
看

護
学
校
の
非
常
勤
講
師
（
人
間
関
係
論
の
講
座
を
担
当
）
を
20
年
勤
め
、
そ
の
他
３
つ
の
看
護
学
校
で

も
教
壇
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
学
や
専
門
学
校
で
も
教
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
看
護
学

校
の
学
生
さ
ん
が
一
番
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、

何
よ
り
も
高
い
貢
献
感
と
使
命
感
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
元
学
生
の
数
人
が
時
を
経

て
「
岩
井
先
生
か
ら
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
」「
打
た
れ
強
い
人

間
に
な
れ
た
の
は
、人
間
関
係
論
を
学
ん
だ
お
陰
で
す
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
話
は
20
年
近
く
前
に
遡
り
ま
す
。
あ
る
居
酒
屋
で
看
護
師
さ
ん
の
集
団
の
懇
親
会
の
近

く
に
席
を
占
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
懇
親
会
は
異
様
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
私
の
席
を
移
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
頃
、私
が
い
く
つ
か
の
病
院
の
職
員
研
修
を
行
っ
た
と
き
も
、

も
っ
と
も
活
力
が
あ
っ
た
の
は
看
護
師
さ
ん
た
ち
で
し
た
。
し
か
し
、最
近
に
な
っ
て
研
修
を
行
う
と
、

疲
れ
切
っ
た
看
護
師
さ
ん
の
元
気
・
活
気
・
や
る
気
・
勇
気
の
欠
乏
状
況
が
気
に
な
り
ま
す
。

私
は
今
年
（
２
０
１
７
年
）
の
５
月
と
8
月
に
某
大
学
病
院
に
延
べ
9
日
ほ
ど
検
査
入
院
し
て
、
患

者
の
立
場
か
ら
医
療
現
場
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
ま
し
た
が
、
患
者
と
も
っ
と
も
接
点
の
多
い
看
護
師
さ

ん
は
、
病
院
で
の
患
者
の
安
心
感
、
信
頼
感
を
確
保
さ
せ
る
に
は
、
他
の
ど
の
職
種
よ
り
も
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
入
っ
て
か
ら
私
は
、
日
本
の
各
方
面
で
「
勇
気
欠
乏
症
」
の
心
理
的
な
傾
向
を
目
の
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はじめに あなたがこの本で得られる３つの成果

当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、「
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
強
い
使
命
感
か
ら
「
勇

気
の
伝
道
師
」
を
自
称
し
、
ブ
ロ
グ
も
ほ
ぼ
毎
日
更
新
す
る
と
共
に
、
勇
気
を
必
要
と
す
る
場
所
に
出

向
い
て
講
演
・
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
累
計
す
る
と
17
万
に
も
及
ぶ
人
た
ち
に
ア
ド
ラ
ー

心
理
学
に
基
づ
く
勇
気
づ
け
を
提
供
し
、
お
声
の
か
か
っ
た
出
版
社
か
ら
は
単
著
・
翻
訳
・
共
著
・
分

担
執
筆
で
60
冊
、
累
計
で
80
万
部
以
上
の
本
を
出
し
て
、
勇
気
づ
け
が
各
方
面
で
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
に
悩
み
苦
し
み
、
疲
弊
し
、
仕
事
へ
の
や
り
甲
斐
が
薄
れ
、
家
庭
で
も
問
題
を
抱
え
な
が

ら
や
る
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
看
護
師
の
方
々
へ
、
従
来
の
人
間
関
係
（
け
な
す
・
け
な
さ
れ
る
、

ほ
め
る
・
叱
る
、
ほ
め
ら
れ
る
・
叱
ら
れ
る
関
係
）
に
新
た
に
「
勇
気
づ
け
る
」「
勇
気
づ
け
ら
れ
る
」

と
い
う
視
点
を
加
え
る
こ
と
で
、
あ
れ
ほ
ど
悩
み
・
苦
し
ん
で
い
た
人
間
関
係
や
仕
事
、
日
々
の
生
活
、

人
生
が
一
変
す
る
と
い
う
内
容
を
込
め
た
本
を
、
長
谷
静
香
さ
ん
と
い
う
医
療
現
場
に
造
詣
が
深
い
共

著
者
を
得
て
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
真
骨
頂
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
す
。

こ
の
本
を
手
に
取
り
、
医
療
現
場
な
ど
、
あ
な
た
の
関
わ
り
の
あ
る
領
域
で
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
実

践
を
試
み
よ
う
と
す
る
あ
な
た
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
本
に
込
め
ら
れ
た
内
容
を
各
方
面

で
実
践
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
自
身
が
、
あ
な
た
の
周
囲
が
確
実
な
変
化
が
起
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

岩
井
俊
憲
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ア
ド
ラ
ー
心
理
学
っ
て
ど
ん
な
心
理
学
？

第
１
章

あ
な
た
は
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
ご
存
じ
で
す
か
？･･･････････････････････････････

14

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト････････････････････････････････････････････

17

【
ポ
イ
ン
ト
❶
】
自
分
を
人
生
の
主
人
公
に
す
る･･･････････････････････････････････････

18

あ
な
た
を
つ
く
っ
た
の
も
、
あ
な
た
を
変
え
る
の
も
、
あ
な
た　
ほ
か

【
ポ
イ
ン
ト
❷
】
過
去
や
原
因
を
見
る
の
で
は
な
く
、
未
来
の
目
標
に
向
か
う･･････････

23

「
目
的
論
」
と
い
う
考
え
方
／
感
情
的
に
怒
る
人
の
目
的
と
は
？　
ほ
か

【
ポ
イ
ン
ト
❸
】
人
間
関
係
に
悩
む
す
べ
て
の
人
に
役
に
立
つ･･････････････････････････

29

人
間
関
係
を
作
る
３
つ
の
側
面
／
１
つ
目
の
側
面
＝
相
手
／
２
つ
目
の
側
面
＝
環
境　
ほ
か

【
ポ
イ
ン
ト
❹
】
い
ろ
い
ろ
な
視
点
を
知
る････････････････････････････････････････････

33

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ガ
ネ
で
物
事
を
見
て
い
る　
ほ
か

【
ポ
イ
ン
ト
❺
】
自
分
や
周
囲
を
勇
気
づ
け
る
心
理
学･････････････････････････････････

36

目　

次
は
じ
め
に
―
―
あ
な
た
が
こ
の
本
で
得
ら
れ
る
３
つ
の
成
果････････････････････････

3
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人
間
関
係
が
ラ
ク
に
な
る
！　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
《
職
場
編
》

第
２
章

人
間
の
悩
み
は
、
い
つ
も
「
対
人
関
係
」
か
ら
生
ま
れ
る･･････････････････････････

44

誰
か
ら
も
好
か
れ
た
い
と
の
思
い
を
阻
む
「
相
性
の
法
則
」･････････････････････････

45

こ
の
「
人
間
関
係
の
大
法
則
」
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
心
が
ラ
ク
に
な
る･････････････

47

違
っ
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
で
は
な
い･･････････････････････････････････････････

50

大
切
な
の
は
、
相
手
を
立
て
な
が
ら
自
己
決
定
を
行
う･････････････････････････････

50

言
い
方
に
も
４
つ
の
タ
イ
プ　

あ
な
た
の
言
い
方
は
？･････････････････････････････

52

相
手
に
選
択
の
余
地
を
与
え
て
い
ま
す
か
？･･･････････････････････････････････････

55

人
間
は
、
自
分
の
持
ち
味
を
使
っ
て
生
き
て
い
る･･････････････････････････････････

58

テ
キ
パ
キ
？　

ゆ
っ
く
り
？　

い
ろ
い
ろ
な
看
護
観
が
あ
っ
て
い
い････････････････

60

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
が
、
絶
対
悪
い
わ
け
で
は
な
い･･････････････････････････････････

62

性
格
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
は
変
え
ら
れ
る･･･････････････････････････････････････

64

勇
気
づ
け
と
は
／
勇
気
づ
け
と
賞
罰
の
違
い
／
賞
罰
の
人
と
勇
気
づ
け
の
人
の
例
／

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
両
輪
「
勇
気
づ
け
」
と
「
共
同
体
感
覚
」　
ほ
か
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あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
あ
な
た
が
選
ん
で
形
成
し
た
も
の････････････････

65

あ
な
た
の
言
葉
や
行
動
が
変
わ
れ
ば
、
あ
な
た
の
性
格
は
必
ず
変
わ
る･････････････

66

�

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
「
な
ぜ
？
」
で
は
な
く
、

　
「
何
の
た
め
に
？
」
で
考
え
て
み
る･･････････････････････････････････････････････

68

�
森
を
見
る
目
、
橋
を
つ
な
ぐ
言
い
方

　

―
―
今
あ
な
た
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
と
は
？･･･････････････････････････････

70

人
を
育
て
る
の
に
有
効
な
の
は
、
叱
咤
激
励
で
は
な
く
、
勇
気
づ
け････････････････

71

勇
気
づ
け
が
で
き
る
上
司
の
部
下
は
、
生
き
生
き
と
意
欲
的
に
成
長
す
る･･･････････

72

悩
ん
だ
時
は
、
よ
り
大
き
な
共
同
体
感
覚
で
考
え
る･･･････････････････････････････

76

�

自
分
自
身
へ
の
勇
気
づ
け

　

―
―
ま
ず
は
、
自
分
の
心
に
「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
の
一
言
を･･････････････････････

77

人
間
関
係
が
ラ
ク
に
な
る
！　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
《
患
者
編
》

第
３
章

�

よ
り
良
い
豊
か
な
人
間
関
係
に
は
、

　
「
勇
気
づ
け
」
と
「
共
同
体
感
覚
」
の
二
本
柱
が
重
要･･･････････････････････････

80
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�

共
感
と
は
、
相
手
の
目
で
見
、
耳
で
聴
き
、
心
で
感
じ
る
こ
と･････････････････････

82

�

ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
と
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
な
い････････････････････････

83

�
患
者
さ
ん
の
言
動
の
裏
に
隠
さ
れ
た
真
意
を
想
像
す
る･････････････････････････････

86

�
力
ま
な
い
心
の
余
裕
が
、
仕
事
の
余
裕
も
生
む･････････････････････････････････････

88

�
聴
き
上
手
に
な
る
た
め
の
８
つ
の
コ
ツ････････････････････････････････････････････

89

�

み
て
み
て
光
線
に
は
、
お
へ
そ
ビ
ー
ム
で
応
え
て
あ
げ
る･･････････････････････････

92

�

お
へ
そ
ビ
ー
ム
は
大
人
同
士
の
間
で
も
、
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
第
一
歩･･･････････

93

�

激
励
や
悲
し
み
の
共
有
は
必
ず
し
も
勇
気
づ
け
に
は
な
ら
な
い･････････････････････

95

�

患
者
さ
ん
が
不
適
切
な
行
動
を
す
る
の
に
は
、
目
的
が
あ
る････････････････････････

98

�

問
題
行
動
を
起
こ
す
患
者
さ
ん
の
不
適
切
な
行
動
に
は
目
を
向
け
な
い･････････････

101

�

患
者
さ
ん
と
看
護
師
と
医
師
と
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
作
る････････

103

�

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
人
間
関
係
の
４
つ
の
条
件･････････････････････････････････････

104

�

治
療
効
果
と
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状
の
ズ
レ
の
放
置
が
生
む
不
安
と
不
信･･･････････

107

�

患
者
さ
ん
と
看
護
師
と
医
師
の
対
等
な
人
間
関
係
が

　

治
療
効
果
を
飛
躍
的
に
上
げ
る･･･････････････････････････････････････････････････

108
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新
人
看
護
師
だ
っ
た
こ
ろ
の
や
る
気
と
希
望
は
い
ま
ど
こ
へ
？･････････････････････

112

人
を
駆
り
立
て
る
パ
ワ
ー
＝
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
２
つ
の
種
類･････････････････････

114

他
者
か
ら
の
制
限
や
外
側
か
ら
の
刺
激
に
基
づ
く
「
外
発
的
動
機
づ
け
」････････････

115

内
側
か
ら
湧
き
出
て
く
る
欲
求
に
基
づ
く
「
内
発
的
動
機
づ
け
」････････････････････

116

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
―
―
４
つ
の
「
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
」･･････････････････････････････

119

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
!?･･････････････････････････････････

125

『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
』
か
ら
「
ソ
ー
ヤ
効
果
」
が
教
え
る
こ
と･････････････････

128

内
面
か
ら
湧
き
出
る
ワ
ク
ワ
ク
感
を
大
事
に
す
る･･････････････････････････････････

129

す
ぐ
で
き
る
小
さ
な
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
る
！･････････････････････････････････････

130

う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
い
つ
も
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
崩
し
て
み
る････････････････

132

な
り
た
い
自
分
に
近
づ
く
「
Ａ
ｓ 
ｉ
ｆ
テ
ク
ニ
ッ
ク
」･････････････････････････････

134

燃
え
上
が
る
よ
う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
て
も
い
い･･････････････････････････

138

看
護
師
と
し
て
の
人
生
の
意
味
―
―
他
者
へ
の
関
心
と
貢
献
、
協
力････････････････

139

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、 

看
護
師
と
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

第
４
章
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あ
な
た
自
身
と
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
の
勇
気
づ
け

第
５
章

勇
気
の
し
ず
く
で
、
自
分
の
心
を
満
た
す･･････････････････････････････････････････

142

短
所
を
長
所
に
変
え
る
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」･･････････････････････････････････････

144

あ
な
た
の
１
日
、
１
年
を
変
え
る
「
オ
セ
ロ
の
法
則
」
の
ス
ス
メ･･････････････････

145

ダ
メ
出
し
で
は
な
く
、
ヨ
イ
出
し
で･･･････････････････････････････････････････････

149

当
た
り
前
の
目
立
た
な
い
行
動
に
こ
そ
、
注
目
し
て
自
分
に
声
を
か
け
る･･･････････

150

笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
に
学
ぶ･･････････････････････････

151

完
璧
・
悲
観
主
義
で
は
な
く
、
６
割
・
楽
観
主
義
で
生
き
る････････････････････････

154

�「
言
葉
」「
イ
メ
ー
ジ
」「
行
動
」
を
味
方
に
つ
け
て
、

　

な
り
た
い
自
分
に
な
る･････････････････････････････････････････････････････････

157

思
考
の
ク
セ
に
気
づ
き
、
現
実
を
変
え
る･･････････････････････････････････････････

159

理
想
の
自
分
へ
の
近
道
は
、
不
完
全
さ
を
受
け
入
れ
る
こ
と････････････････････････

161

信
頼
―
―
無
条
件
に
委
ね
る
勇
気･･････････････････････････････････････････････････

164
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お
わ
り
に
―
―
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
が
開
い
て
く
れ
た
新
た
な
人
生
の
扉･････････････

200

人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
他
者
へ
の
勇
気
づ
け

第
６
章

何
を
持
っ
て
い
る
の
か
で
は
な
く
、
持
っ
て
い
る
も
の
を
ど
う
使
う
か･････････････

168

勇
気
づ
け
の
た
め
の
お
勧
め
キ
ー
ワ
ー
ド
の
使
い
方･･･････････････････････････････

170

勇
気
づ
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
あ
り
が
と
う
」
を
形
に
残
そ
う････････････････････････

174

人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
勇
気
づ
け
の
３
条
件･･･････････････････････････････

175

褒
め
続
け
る
と
人
間
関
係
が
ダ
メ
に
な
る
３
つ
の
デ
メ
リ
ッ
ト･････････････････････

178

「
な
ぜ
な
ぜ
」
は
、
や
め
て
み
る･･･････････････････････････････････････････････････

180

感
情
は
、
自
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

怒
り
の
感
情
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る･･･････････

182

怒
り
は
対
立
の
感
情
で
は
な
く
、
共
同
の
課
題
と
し
て
見
る････････････････････････

187

勇
気
づ
け
が
で
き
る
人
は
、
苦
手
な
人
が
少
な
い･･････････････････････････････････

188

「
幸
せ
」
に
気
づ
く
た
め
の
３
つ
の
条
件･･･････････････････････････････････････････

190

ど
の
面
と
つ
き
合
う
か
―
―
人
は
多
面
な
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ･･････････････････

193

引
き
算
方
式
で
は
な
く
、
足
し
算
方
式
で
人
と
関
わ
る･････････････････････････････

195

あ
な
た
の
勇
気
の
し
ず
く
が
、
誰
か
を
満
た
す
一
滴
に･････････････････････････････

197
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人
間
関
係
が
ラ
ク
に
な
る
！　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
《
患
者
編
》

第 3 章
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よ
り
良
い
豊
か
な
人
間
関
係
に
は
、

「
勇
気
づ
け
」
と
「
共
同
体
感
覚
」
の
二
本
柱
が
重
要

第
２
章
で
は
、
職
場
に
お
け
る
看
護
師
間
の
人
間
関
係
を
見
て
い
き
ま
し
た
が
、
第
３
章
で

は
、
患
者
さ
ん
を
中
心
と
し
た
人
間
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
は
、「
勇
気
づ
け
」
と
「
共
同
体
感
覚
」
と
い
う
概
念
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

よ
り
良
い
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、共
同
体
感
覚
（
つ
な
が
り
感
覚
）
を
高
め
、

勇
気
づ
け
を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
は
、「
実
践
の
心
理
学
」
と
呼
ば
れ
、
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
生

活
の
中
で
実
践
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
が
織
り
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
困
っ

た
行
動
を
す
る
患
者
さ
ん
、
怒
る
患
者
さ
ん
、
医
療
従
事
者
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
患
者
さ

ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
し
ょ
う
。
そ
の
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
看
護
師
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
ら
よ
い
の
か
、
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
こ
で
、
役
に
立
つ
の
が
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
す
。

具
体
的
な
事
例
に
基
づ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
「
勇
気
づ
け
」
と
「
共
同
体
感
覚
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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２
年
目
の
Ｈ
で
す
。
１
年
目
が
終
わ
り
、や
っ
と
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
頻
回
に
押
す
患
者
Ｃ
さ
ん
（
入
院
は
初
め
て
）
が
苦
手
で
…
…
。

Ｃ
さ
ん
は
、
点
滴
ポ
ン
プ
の
つ
い
た
24
時
間
キ
ー
プ
の
輸
液
が
あ
り
、
ベ
ッ
ド
に
安
静
中
で
、

家
族
や
付
添
い
の
方
は
い
ま
せ
ん
。

15
分
お
き
に
、「
点
滴
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
痛
い
」「
ベ
ッ
ド
を
少
し
下
げ
て
ほ
し

い
」「
水
が
飲
み
た
い
」「
点
滴
の
機
械
が
ピ
ー
と
鳴
る
け
れ
ど
、
大
丈
夫
か
？
」
な
ど
訴

え
が
あ
っ
て
…
…
。
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、
何
回
か
す

ぐ
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
２
回
行
け
な
い
こ
と
が
続
い
て
、

「
他
の
方
の
ケ
ア
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
行
き
ま
す
の
で
」
と
伝
え
た
の
で
す
が
、
分
か
っ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
よ
う
で
…
…
。
他
の
看
護
師
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の

に
、
自
分
だ
け
が
、
な
ぜ
か
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
別
の
先
輩
看
護
師
に
、

す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
な
い
看
護
師
だ
と
話
し
て
い
た
そ
う
な
の
で
す
。
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。
な
ぜ
、自
分
だ
け
…
…
と
、つ
ら
い
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

Q
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共
感
と
は
、
相
手
の
目
で
見
、
耳
で
聴
き
、
心
で
感
じ
る
こ
と

Ｈ
さ
ん
は
、
ま
だ
２
年
目
で
す
が
、
下
に
新
人
さ
ん
も
い
る
の
で
、
独
り
立
ち
を
し
て
、
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
部
分
も
あ
り
、
日
々
の
看
護
、

ケ
ア
な
ど
業
務
に
追
わ
れ
、
そ
こ
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
頻
回
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
っ
て
く
る

と
、
対
応
も
十
分
に
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
が
な
ぜ
か
責
め
ら
れ
る
。
つ
ら
い
で
す

ね
。
Ｈ
さ
ん
の
お
気
持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
度
は
、
患
者
Ｃ
さ
ん
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
が
、
24
時

間
の
点
滴
を
さ
れ
、
安
静
制
限
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｈ
さ
ん
も
身
も
心
も
精
一
杯
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
で
は
実
際
に
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

看
護
師
は
、
聴
く
と
い
う
ス
キ
ル
が
高
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
（
長
谷
）
も
、
看
護
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
傾
聴
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
教
え
ら
れ
、
看
護

師
と
し
て
も
聴
く
こ
と
を
重
要
視
し
な
が
ら
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
Ｈ
さ
ん
の
よ
う
に
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
で
呼
ば
れ
る
け
れ
ど
、
忙
し
い
業
務
の

中
、
他
の
担
当
患
者
さ
ん
の
処
置
や
記
録
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
話
を

聴
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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ナ
ー
ス
コ
ー
ル
で
訪
室
し
て
も
、
言
わ
れ
た
こ
と
の
み
に
さ
っ
と
対
応
し
て
、
用
件
だ
け
を

済
ま
せ
、
す
ぐ
に
別
の
業
務
に
移
る
と
い
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
仕
方
の
な
い
部
分
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
中
で
、
ど
れ
だ
け
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
え
る
か
？
　
そ
こ
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

聴
く
と
き
に
一
番
大
事
な
こ
と
は
、「
共
感
」
で
す
。「
共
感
」
と
は
、
相
手
の
関
心
に
関
心

を
持
つ
こ
と
で
す
。

	

ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
と
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
な
い

「
相
手
の
関
心
に
関
心
を
持
つ
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
、
反
対
の
「
自
分
の
関
心
に
関
心
を
持
つ
人
＝
自
分
に
し
か
関
心
が
な
い
人
」
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
人
は
、
自
分
中
心
で
話
を
進
め
て
い
く
人
で
す
。
自
分
の
事
ば
か
り
を

話
す
の
で
、
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
は
な
く
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
い
な
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
状
態
。
そ
し
て
、
物
事
を
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
耳
で
聞
き
、
自
分
の
心
で
感
じ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
相
手
の
関
心
に
関
心
を
持
つ
人
」
は
、
相
手
が
話
し
た
い
こ
と
を
中
心
に
会
話

を
し
、
会
話
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
物
事
を
相
手
の
目
で
見
、
相
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手
の
耳
で
聴
き
、
相
手
の
心
で
感
じ
て

い
る
の
で
す
。

Ｈ
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
業
務
が
忙
し

い
た
め
、
Ｃ
さ
ん
の
こ
と
を
、「
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
を
頻
回
に
鳴
ら
す
困
っ
た
患

者
さ
ん
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
が
嫌
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
つ
ら
い
」
と
い
う

見
方
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
患
者
の
Ｃ
さ
ん
の
心
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
Ｃ
さ
ん
の
目
で
見
て
、

Ｃ
さ
ん
の
耳
で
聴
い
て
、
Ｃ
さ
ん
の
心
で
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
さ
ん
は
心
の
中
で
は
、

「
24
時
間
ず
っ
と
入
れ
っ
ぱ
な
し
の
点
滴
な
ん
て
初
め
て
だ
し
、針
の
先
は
大
丈
夫
な
の
か
？
　

少
し
く
ら
い
動
か
し
て
も
大
丈
夫
な
の
か
？
　
手
を
曲
げ
る
と
点
滴
の
機
械
が
ピ
ー
っ
て
鳴

る
。
そ
れ
だ
け
で
ド
キ
ド
キ
す
る
し
。
ベ
ッ
ド
の
上
げ
下
ろ
し
と
か
、
自
分
で
や
る
と
、
ま
た

音
が
鳴
り
そ
う
で
嫌
だ
。
何
回
も
呼
ん
で
い
る
の
に
、
す
ぐ
来
て
く
れ
な
い
…
…
。
来
た
か
と
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相手の関心に
関心がある人

自分だけに
関心がある人

相手が話したいことを中心に
話すことができる 自分中心に話を進めていく

キャッチボール キャッチャーのいないピッチ
ングマシーン

相手の目で見、相手の耳で聴
き、相手の心で感じる

自分の目で見、自分の耳で聞
き、自分の心で感じる

出所：ヒューマン・ギルド　ELM勇気づけ講座テキストより引用・改変

思
う
と
、
ち
ょ
っ
と
点
滴
を
見
て
、
す
ぐ
に

出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
気
持
ち
を
話
す

時
間
も
な
い
。
話
を
聞
い
て
く
れ
る
ベ
テ
ラ

ン
看
護
師
に
、
つ
い
つ
い
言
わ
な
い
で
い
い

こ
と
ま
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
」

こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

Ｃ
さ
ん
の
心
は
不
安
や
心
配
が
い
っ
ぱ
い

で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
し
て
、
初
め

て
の
こ
と
な
の
で
、
看
護
師
に
伝
え
る
べ
き

こ
と
な
の
か
、
放
っ
て
お
い
て
も
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
頻
回
に
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
を
押
す
状
況
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
Ｃ
さ
ん
の
心
の
奥
の

気
持
ち
を
察
し
、
寄
り
添
い
、
ま
ず
、
話
を
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聴
い
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
、
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
の
こ
と
で
す
か
ら
、
長
い
時
間
は
と
れ
な
く

て
も
大
丈
夫
で
す
。
３
分
で
も
、
５
分
で
も
、「
あ
な
た
の
話
を
聴
き
ま
す
よ
」
と
い
う
気
持

ち
で
、
訪
室
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

	
患
者
さ
ん
の
言
動
の
裏
に
隠
さ
れ
た
真
意
を
想
像
す
る

ま
ず
、
最
初
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
で
呼
ば
れ
た
と
き
、「
点
滴
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
痛
い
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
の
気
持
ち
を
ま
ず
受
け
止
め
、
言
葉
を
繰
り
返
し
ま
す
。

Ｈ
看
護
師
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
点
滴
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
痛
い
の
で
す
ね
。
つ
ら

い
で
す
ね
」

Ｃ
さ
ん
「
そ
う
。
こ
の
刺
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、な
ん
だ
か
チ
ク
チ
ク
し
て
い
る
気
が
し
て
。

こ
の
針
は
手
を
動
か
し
て
も
大
丈
夫
な
の
か
な
？
」

Ｈ
看
護
師
「
点
滴
の
針
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
心
配
な
の
で
す
ね
。
見
て
み
ま
す
ね
（
刺

入
部
、
輸
液
ポ
ン
プ
な
ど
異
常
が
な
い
か
確
か
め
る
）。
大
丈
夫
な
よ
う
で
す
。
Ｃ
さ
ん
の
点

滴
は
、
24
時
間
な
の
で
、
金
属
の
針
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
、
シ
リ
コ
ン
し
か
残
っ

て
い
な
い
の
で
、
多
少
手
を
動
か
し
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
」
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Ｃ
さ
ん
「
時
々
、
機
械
が
ピ
ー
っ
と
鳴
る
の
だ
け
ど
、
こ
れ
も
点
滴
が
漏
れ
た
り
し
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
な
ん
で
す
」

Ｈ
看
護
師
「
そ
う
な
の
で
す
ね
。
手
を
曲
げ
る
と
点
滴
の
落
ち
が
少
し
悪
く
な
る
の
で
、
音

が
鳴
り
ま
す
が
、
も
と
に
戻
す
と
大
丈
夫
で
す
。
そ
ん
な
に
簡
単
に
漏
れ
た
り
し
ま
せ
ん
よ
。

音
が
鳴
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
伺
い
ま
す
ね
。
初
め
て
の
入
院
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

不
安
に
な
り
ま
す
よ
ね
」

ま
た
、
ど
う
し
て
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
単
に
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
だ
け

で
は
な
く
、「
10
分
待
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
と
か
「
今
、
○
○
を
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
伺
い
ま
す
」
な
ど
、
数
字
や
、
具
体
的
な
目
安
が
分
か
る
言
葉
で
伝

え
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

訪
室
し
た
ら
、
患
者
さ
ん
の
直
接
の
訴
え
を
聞
い
た
後
、
患
者
さ
ん
の
目
で
見
、
患
者
さ
ん

の
耳
で
聴
き
、
患
者
さ
ん
の
心
で
感
じ
ま
す
。

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
き
っ
か
け
は
、
点
滴
の
痛
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
患
者
さ

ん
が
伝
え
た
い
気
持
ち
は
、「
心
配
、
不
安
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

看
護
師
が
、
そ
こ
に
気
づ
き
、
共
感
し
な
が
ら
、
言
葉
に
表
し
て
い
く
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
最
初
の
患
者
さ
ん
の
言
葉
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た
背
後
に
隠
れ
て
い
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る
気
持
ち
、
心
の
中
の
言
葉
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
看
護
師
が
繰
り
返
し
た
り
、
同
意
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
は
、「
分
か
っ
て
も
ら
え
た
、
共
感
し
て
も
ら
え
た
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
、
心
も
少
し
ず
つ
ほ
ぐ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

	
力
ま
な
い
心
の
余
裕
が
、
仕
事
の
余
裕
も
生
む

そ
し
て
、
Ｈ
さ
ん
ご
自
身
の
心
に
も
、
寄
り
添
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

仕
事
の
余
裕
は
、
心
の
余
裕
。
心
の
余
裕
は
、
仕
事
の
余
裕
に
つ
な
が
り
ま
す
。

２
年
目
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
新
人
さ
ん
も
い
る
。
し
っ
か
り
仕
事
も
し
な
く
て
は
！
　
と

心
も
体
も
力
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
？

看
護
師
も
人
間
で
す
。
す
べ
て
を
完
璧
に
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
患
者
さ
ん
は
病
を
抱
え
、
心
配
や
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
不
安
定
な
状
態
。
言
う
つ

も
り
も
な
か
っ
た
文
句
や
愚
痴
を
つ
い
つ
い
ベ
テ
ラ
ン
の
看
護
師
さ
ん
に
、
は
け
口
と
し
て

言
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の
言
葉
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ご
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。
オ
フ
の
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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聴
き
上
手
に
な
る
た
め
の
８
つ
の
コ
ツ

時
間
の
な
い
と
き
に
は
、
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
勤
務
時
間
の
最
後
な
ど
、
５
分
で

も
10
分
で
も
時
間
が
で
き
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

私
（
長
谷
）
が
働
い
て
い
た
と
き
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
受
け
持
ち
患
者
さ
ん
の
話
を
ゆ
っ

く
り
聴
き
た
い
と
い
う
と
き
は
、
早
目
に
記
録
、
引
継
ぎ
を
終
わ
ら
せ
、
勤
務
終
了
の
10
分
く

ら
い
前
に
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

聴
く
と
き
に
も
、以
下
の
８
つ
の
コ
ツ
を
押
さ
え
て
聴
く
と
、よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
ま
す
。

①
姿
勢

点
滴
を
さ
わ
り
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
首
だ

け
で
は
な
く
、
身
体
ご
と
患
者
さ
ん
の
方
を
向
き
、
節
度
の
あ
る
姿
勢
で
聴
き
ま
す
。

②
態
度

何
か
を
し
な
が
ら
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば
、
い
っ
た
ん
作
業
の
手
を
止
め
て
向
き
合
っ
て
話

を
聴
き
ま
し
ょ
う
。
相
手
よ
り
も
や
や
節
度
の
あ
る
言
葉
づ
か
い
で
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け

ま
す
。
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③
距
離

関
係
に
よ
り
適
切
な
距
離
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
座
ら
れ
る
と
き
は
、
ラ
ク
に
話
せ
る
よ
う
に
、
身
体
の
向
き
を
整
え
る
手
伝
い

を
し
ま
し
ょ
う
。
横
に
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
立
っ
た
ま
ま
の
看
護
師
と
で
は
距
離
が
あ
り

す
ぎ
ま
す
の
で
、
許
可
を
得
て
か
ら
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
椅
子
に
座
っ
た
り
、
ま
た
は
、
屈
ん

だ
り
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
表
情

患
者
さ
ん
が
悲
し
い
話
を
し
て
い
る
の
に
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
話
を
聴
く
の
は
、
不
謹
慎
で
す

ね
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
相
手
の
話
題
に
合
わ
せ
た
表
情
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
視
線

傾
聴
に
は
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
大
事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
患
者

さ
ん
の
目
を
じ
っ
と
見
つ
め
す
ぎ
る
の
は
、や
や
攻
撃
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
も
し
ま
す
し
、

異
性
の
患
者
さ
ん
の
場
合
だ
と
、
別
の
勘
違
い
を
さ
れ
て
も
困
り
ま
す
ね
。
相
手
の
口
や
、
の

ど
あ
た
り
を
見
て
い
て
、
と
き
ど
き
、
目
を
見
る
く
ら
い
が
無
難
で
し
ょ
う
。

⑥
あ
い
づ
ち

何
も
反
応
な
く
話
を
聴
く
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
本
当
に
聴
い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
な
？
　

と
不
安
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　「
な
る
ほ
ど
」「
そ
う
な
の
で
す
ね
」「
へ
え
」「
そ
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れ
で
」
な
ど
、
患
者
さ
ん
が
話
し
や
す
い
よ
う
に
、
適
度
に
あ
い
づ
ち
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。

⑦
繰
り
返
し

相
手
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
す
こ
と
も
、共
感
の
一
つ
で
す
。「
私
、眠
れ
な
い
ん
で
す
」

と
患
者
さ
ん
が
言
っ
た
ら
、「
そ
う
な
の
で
す
ね
。
眠
れ
な
い
の
で
す
ね
」
と
返
す
。「
痛
み
が

あ
っ
て
つ
ら
い
ん
で
す
」
と
言
わ
れ
た
ら
、「
お
つ
ら
い
の
で
す
ね
」
と
返
し
て
み
る
。
ま
ず
は
、

「
そ
う
な
の
で
す
ね
」と
受
け
止
め
て
、相
手
の
言
葉
の
最
後
を
繰
り
返
す
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

⑧
質
問

患
者
さ
ん
の
話
に
関
心
を
持
ち
、話
さ
れ
る
内
容
の
フ
レ
ー
ム
（
枠
）
の
中
で
質
問
し
ま
し
ょ

う
。
患
者
さ
ん
が
「
食
事
の
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
、
味
の
せ
い
で
食
欲
が
な
い
…
…
」
と
話
さ

れ
て
い
る
の
に
、「
食
事
、
味
が
う
す
い
ん
で
す
か
ね
…
…
そ
う
い
え
ば
、
お
薬
っ
て
ち
ゃ
ん

と
飲
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
　
ち
ゃ
ん
と
飲
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
返
答
だ
と
、
相
手
の
患

者
さ
ん
は
、
食
事
の
こ
と
を
も
っ
と
聴
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
に
…
…
と
い
う
思
い
が
強
く

残
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
お
食
事
の
味
の
せ
い
で
食
欲
が
な
い
の
で
す
ね
。
今
の
食
事
、
ど

の
よ
う
な
味
で
す
か
？
」
な
ど
、
⑦
の
繰
り
返
し
の
あ
と
で
、
相
手
の
話
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で

あ
る
「
食
事
の
味
」
の
話
題
で
質
問
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
唐
突
に
、
こ
ち
ら
が
聞
き
た

い
内
容
の
薬
の
話
を
し
始
め
る
と
、
患
者
さ
ん
は
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
て
い
な
い
よ
う
な
気
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持
ち
に
な
り
ま
す
。

	

み
て
み
て
光
線
に
は
、
お
へ
そ
ビ
ー
ム
で
応
え
て
あ
げ
る

ま
た
、「
看
護
師
さ
ん
、
看
護
師
さ
ん
」
と
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
何
度
も
押
す
患
者
さ
ん
は
、

悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
、
不
安
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

「
見
て
！
　
見
て
！
　
私
に
関
心
を
持
っ
て
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

こ
れ
を
私
（
長
谷
）
は
、
マ
マ
向
け
の
勇
気
づ
け
講
座
の
中
で
、「
み
て
み
て
光
線
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
み
て
み
て
光
線
」
に
は
「
お
へ
そ
ビ
ー
ム
」
で
の
対
応
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

お
へ
そ
ビ
ー
ム
と
は
何
？
　
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
言
葉
は
、

私
（
長
谷
）
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
講
座
を
し
て
い
る
時
に
、
自
然
に
出
て
き
た
の
で
す
が
、

顔
だ
け
向
け
て
体
が
別
の
方
向
を
向
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
へ
そ
か
ら
ビ
ー
ム
が
出
て
い

る
く
ら
い
に
、
体
ご
と
し
っ
か
り
相
手
に
向
け
て
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

あ
る
受
講
生
さ
ん
の
話
で
す
。
そ
の
方
は
、
看
護
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
ぼ
フ
ル
タ
イ

ム
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
。
兄
弟
二
人
の
子
育
て
中
。
下
の
子
が
生
ま
れ
て
、
保
育
園
４

歳
の
上
の
お
子
さ
ん
が
少
し
赤
ち
ゃ
ん
返
り
を
し
て
、「
マ
マ
、
マ
マ
！
」
と
言
っ
て
来
た
り
、
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保
育
園
で
お
友
達
に
手
を
挙
げ
た
り
し
て
、
困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
時
に
、「
お
へ
そ
ビ
ー
ム
は
最
近
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、「
最
近
、
忙
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
向
き
合
っ

て
話
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。
さ
っ
そ
く
そ
の
日
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
を

ギ
ュ
ー
と
し
て
、
朝
の
ほ
ん
の
短
い
時
間
で
す
が
、「
マ
マ
～
」
に
対
し
て
、
お
へ
そ
ビ
ー
ム

を
や
っ
て
み
た
そ
う
な
の
で
す
。

す
る
と
、他
の
お
子
さ
ん
に
手
を
出
す
と
い
う
問
題
と
思
わ
れ
る
行
動
は
軽
減
し
て
、「
マ
マ
、

マ
マ
！
」
も
落
ち
着
か
れ
た
そ
う
で
す
。

ど
ん
な
に
小
さ
な
子
ど
も
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
思
を
持
っ
た
一
人
の
人
間
で
す
。
信

頼
し
、
尊
敬
し
て
、
大
切
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

	

お
へ
そ
ビ
ー
ム
は
大
人
同
士
の
間
で
も
、
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
第
一
歩

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
大
人
と
大
人
の
関
係
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
話
し
か
け
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
新
聞
を

読
み
な
が
ら
、
声
だ
け
「
ふ
ー
ん
」
と
い
う
返
事
を
し
た
と
し
た
ら
…
…
。
ス
マ
ホ
を
さ
わ
り

な
が
ら
、
視
線
は
、
ス
マ
ホ
の
画
面
と
あ
な
た
の
顔
を
交
互
に
見
な
が
ら
、
話
を
聴
い
て
い
た

と
し
た
ら
…
…
。
や
は
り
、
き
ち
ん
と
聴
い
て
も
ら
っ
て
い
な
い
と
感
じ
、
さ
み
し
さ
を
感
じ
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る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
人
に
よ
っ
て
は
、
そ
ん
な
態
度
な
ら
、
も
う
話
さ
な
い
よ
！
　

と
怒
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ん
と
看
護
師
、
医
師
と
看
護
師
の
よ
う
に
大
人
同
士
の
関
係
の
場
合
、
一
概
に
、
面

と
面
で
向
き
合
っ
て
の
「
お
へ
そ
ビ
ー
ム
」
が
い
い
か
ど
う
か
は
、
そ
の
ケ
ー
ス
、
そ
の
人
間

関
係
の
度
合
い
に
よ
っ
て
違
う
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
話
を
聴
く
と
き
、
作
業
の
手
を
止
め
て
、
身
体
ご
と
向
き
合
っ
て
、

相
手
の
目
を
見
て
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と
。
相
手
が
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
大
人
で
も
あ
っ
て

も
、
ど
ん
な
職
業
で
あ
っ
て
も
、
一
人
の
人
間
と
し
て
礼
節
と
節
度
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
相
手
は
、
聴
い
て
も
ら
え
た
と
思
い
安
心
し
、
心
を
開
い
て
く
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
心
が
開
く
と
、
お
互
い
に
歩
み
寄
り
や
す
く
な
り
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を

築
く
第
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。
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